
 

 

 

Ⅰ．現代社会学部 

■各学部共通 成績評価表 

区 分 評 価 基 準 評 価 
Grade 

Point 

合  格 

(単位修得) 

科目の到達目標を十分に達成しており、授業内容につい 

て深く理解していて、特に優秀な成績と認められる。 

Ｓ 

(100～90 点) 
4.0 

科目の到達目標を達成しており、授業内容について理解 

していて、優秀な成績と認められる。 

Ａ 

(89～80 点) 
3.0 

科目の到達目標を概ね達成しており、授業内容について 

概ね理解していて、良好な成績と認められる。 

Ｂ 

(79～70 点) 
2.0 

科目の到達目標を最低限達成しており、授業内容につい 

てある程度理解していて、合格の最低基準を満たした成績

と認められる。 

Ｃ 

(69～60 点) 

 
1.0 

不合格 

科目の到達目標を達成しておらず、授業内容について理 

解が不十分である。 

Ｆ 

(59 点以下) 
0.0 

試験欠席者 

授業放棄者 

受験無資格者 

欠 0.0 

認 定 
単 位 認 定 

※  単位認定科目は、GPA の算出対象ではありません。 
Ｐ － 

 
●ＧＰＡの具体的活用方法 

（１）ゼミ担当教員からの学修指導 

ＧＰＡの満点は 4.0 です。4.0 に近い数値であれば、学修意欲が高く優秀であると言えます。極めて

低い数値であると進級や卒業できない事態に陥ります。そのような事態を避けるためにゼミ担当教員や

担当部署等から様々な指導（アドバイス）があります。 

（２）学生表彰、奨学金対象者などの選考・支援 

本学の学生表彰、奨学金・奨励者制度は、その選考において学業態度と成績評価（ＧＰＡ含む）

を勘案しています。したがって、学業態度・成績評価により制度要件を満たさない学生については、奨

学金の給付が停止される場合があります。 

（３）「実習」履修にかかる指導 

学部によっては、ＧＰＡが一定の水準に達しない場合は、資格免許にかかわる学外実習の履修が許

可されないことがありますので注意してください。 

（４）退学勧告 

学習・学生生活に対する助言指導にもかかわらず修学意欲を示さない学生に対しては、進路変更の考

察も促す目的で、退学の勧告を行うことがあります。 

成績評価が決定した時点で、当該学期のＧＰＡが 1.0 未満（成績不振）の場合は、担当教員によ

る学生本人との面談（学修指導）が行われます。 

 

①学期ＧＰＡ 1.0 未満が 1 回目の場合 

ゼミ担当教員の面接・指導（父母等との面談を実施する場合あり）。 

②学期ＧＰＡ 1.0 未満が 2 回目の場合 

ゼミ担当教員の面接・指導および父母等との面談を実施。 

③学期ＧＰＡ 1.0 未満が 3 回目の場合 

学部長により退学勧告。 

心身の健康上の理由から、やむを得ずＧＰＡの数値基準を満たすことができなかった場合には、上

記の回数から除外します。 

ただし、大学における学生生活とは別の選択肢をとるかどうかの判断は、学生自らの判断に委ね、退

学勧告による「退学」を強要・強制はしません。 

 

 

 

Ⅰ．現代社会学部 

成績評価                                        

 成績評価方法は、授業科目によって異なります。シラバスや授業内の説明にて、科目毎の評価方法・

基準をよく確認してください。 

 成績発表の時期について、前期履修科目の成績は、後期オリエンテーション（９月下旬）で発表します。

後期履修科目の成績は、前期オリエンテーション（４月上旬）で発表します。 

成績表は、修得科目や取得単位数を自分自身で確認するための重要なものです。また、各学期の履修登録

の際に参考となる資料ですので、大切に保管してください。 

 

● 追試験 

 病気その他やむを得ない事由により期末試験等を受験できなかった者は、科目担当教員の承認を得て追

試験を受けることができます。詳細は「富山国際大学現代社会学部授業科目の履修に関する規程」「富山

国際大学子ども育成学部授業科目の履修に関する規程」を確認してください。 

 追試験受験料は１科目につき 1,000 円です。（事由によっては徴収しない場合もあり） 

 
● 再試験 

 期末試験等において成績評価が「F」となり、単位が認定されなかったものは、科目担当教員の承認を

得て学期末再試験を受けることができます。詳細は「富山国際大学現代社会学部授業科目の履修に関する

規程」「富山国際大学子ども育成学部授業科目の履修に関する規程」を確認してください。 

 再試験受験料は１科目につき 3,000 円です。 

 

● 成績の疑義申し立て 

 成績評価に疑義がある場合は、その科目を受講した翌学期の履修登録期間中に学務課（教務）/呉羽事

務室まで申し出てください。詳細は「富山国際大学現代社会学部授業科目の履修に関する規程」、「富山

国際大学子ども育成学部授業科目の履修に関する規程」を確認してください。 

 

● 成績評価基準 

 「９．ＧＰＡ」を確認してください。 

 

単位修得                                         

 成績評価が合格（60 点以上）となった場合、単位修得となります。 

 

ＧＰＡ                                           

● ＧＰＡ（Grade Point Average）の活用 

本学では、学生の学修意欲を高めることおよび学生に対する学修指導・支援や学修成果の可視化等に活用

することを目的としＧＰＡ（Grade point Average）制度を導入しています。 

ＧＰＡは、世界標準の成績評価方法です。成績通知表に記載されていますので、自身の履修状況を客観的

に把握し、履修計画を立てる際等に活用してください。 

【ＧＰＡの算出方法】 

Ｓの修得単位数×4.0＋Ａの修得単位数×3.0＋Ｂの修得単位数×2.0＋Ｃの修得単位数×1.0 
総履修登録単位数（「F・欠」の単位数を含む。） 
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東黒牧キャンパス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪ 東黒牧キャンパスについて ≫ 
 

 

大学設立時から大学本部のある東黒牧キャンパスは、富山市中心部の東南約 12

㎞に位置し、立山連峰を目前に眺望できる広大な丘陵地に、都市型大学には見られ 

ない自然をそのまま活かした約 13 万㎡の広大なキャンパスです。 

大学の創設にあたって、「自然との共生」「開かれた大学」の精神を大切にして 

可能な限り自然をそのまま残しています。 

校舎は全て２階建ての赤煉瓦屋根で統一し、低層・分棟方式による建築様式に

より、自然と建物が融和したキャンパスの中で、人格的ふれあいと“Think 

Globally, Act Locally”の精神を大切にした学びの空間となっています。 

東黒牧キャンパス
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なお、退学勧告後退学し、改めて修学する意欲が生じた場合には、再入学が認められる場合がありま

す。 

（５）ＧＰＡによる履修できる上限単位数の変動 

学期あたりに履修できる単位数は、各学部で定めている「履修に関する規程」で、原則として上限が

22 単位と定められています。この上限はあくまで標準であり、ＧＰＡの数値によって履修上限単位数が

変動します。これは成績優秀者においてはさらに学びを深め将来の人生に役立ててもらいたい、また、成

績不振者においては学んできたことを、じっくりと学び直す時間を持ってもらいたい等の目的のもとで

制度化されています。 

具体的には、履修した学期の成績評価に基づくＧＰＡ数値によって、翌学期に履修できる単位数が次

表のようになりますので、是非活用してください。 

 

前学期のＧＰＡ 翌学期の履修上限単位数 

3.2 以上 26 単位 

3.2 未満（標準） 22 単位 

※特にＧＰＡ1.0 未満の学生は、ゼミ担当教員から指導があります。 

 

●その他留意事項 

本学では、原則として「履修登録した科目」に基づきＧＰＡを計算します。したがって、安易な履修放棄

はＧＰＡを下げることにつながりますので注意してください。誤って履修登録した場合でもＧＰＡ計算の

対象となりますので、その場合は所定の履修登録確認期間内に履修登録取り消しの手続きを行ってくだ

さい。 

 

公欠                                         

●公欠およびその要件 

本学の学生が次の各号の事由によりやむを得ず授業を欠席した場合は、これを公欠として取扱い、単位

認定要件に係る欠席扱いにはカウントしません。なお、資格関連科目の公欠については、資格の監督官庁

の定めによることといたします。 

（１）忌引き（３親等以内） 

（２）学校保健安全法施行規則第１８条に規定する感染症による出席停止 

（３）裁判員への選出、裁判所への出廷 

（４）部活動公式戦（北信越大会以上の公式戦） ※試合当日（移動日含む） 

（５）その他学部長が必要と認める場合 ※例えば、公共交通機関の遅延等 

 

（授業の取扱）  

科目担当教員は、当該授業について、レポート提出その他の方策により適切な学修支援を行い、当該学

生が履修上不利とならないように配慮する。 

  ※レポート提出のほか、授業資料の配布、オンデマンド対応など科目担当教員の裁量に任せる。 
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